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第35回全国国公立大学病院救急部協議会
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-Soumuka/0000210306.pdf
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10日目死亡率 30日目死亡率
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ü 2012年にイギリスで提唱され、
 5年後に改訂されたスコア

ü 当初の目的は院内急変の早期発見
ü 評価項目：
ü 意識レベル、呼吸、循環、体温の6項目
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https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/kinki/iryo_shido/000274555.pdf

2 0 2 3  年  1 0  ⽉  9  ⽇



1 5

P 救急外来受診症例

I NEWS2を用いたトリアージ

C なし

O NEWS2が入院後死亡率予測に有効
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ü NEWS2は有効な死亡予測ツールといえる

ü NEWS2スケールが1点以上上がるごとに死亡率のオッズが上がる

ü Walk inの入院を必要としない症例を含むため
他の研究より患者群のリスクが低い可能性ある

ü入院時の生理学的所見が死亡率の有意な予測因子となる

ü年齢、性別、来院方法、トリアージカテゴリーは死亡率と有意に相関している
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ありがとうございました
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